
一
五
七

駒
澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
所
規
程

︵
名
称
・
設
置
︶

第
一
条　

駒
澤
大
学
に
駒
澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
所
︵
以
下
﹁
研
究
所
﹂

と
い
う
︶
を
設
置
す
る
︒

︵
目　

的
︶

第
二
条　

研
究
所
は
︑
建
学
の
理
念
に
基
づ
き
︑
仏
教
文
学
及
び
仏
教

と
文
学
に
関
連
す
る
総
合
的
研
究
を
行
い
︑
も
っ
て
文
化
の
向
上
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
︒

︵
事　

業
︶

第
三
条　

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
︑
次
の
事
業
を
行
う
︒

　
︵
一
︶　

研
究
会
及
び
講
演
会
の
開
催

　
︵
二
︶　

図
書
及
び
研
究
紀
要
の
刊
行

　
︵
三
︶　

国
内
外
の
同
種
の
研
究
団
体
及
び
関
係
す
る
諸
機
関
等
と
の

連
携
並
び
に
学
会
等
の
開
催

　
︵
四
︶　

そ
の
他
研
究
所
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

︵
職　

員
︶

第
四
条　

研
究
所
に
は
次
の
職
員
を
置
く
︒

　
︵
一
︶　

所
長
一
人

　
︵
二
︶　

所
員
若
干
人

二　

所
員
は
︑
本
学
の
専
任
教
員
の
中
か
ら
学
長
が
こ
れ
を
委
嘱
し
︑

そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
再
任
を
妨
げ
な
い
︒

︵
所　

長
︶

第
五
条　

所
長
は
︑
研
究
所
を
代
表
し
︑
研
究
所
の
運
営
を
統
括
す
る
︒

二　

所
長
は
︑
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
︑
本
学
専
任
教
員
の
中
か
ら

学
長
が
こ
れ
を
委
嘱
し
︑
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
再

任
を
妨
げ
な
い
︒

︵
幹　

事
︶

第
六
条　

所
長
を
補
佐
し
︑
研
究
所
の
事
務
を
掌
る
た
め
︑
研
究
所
に

幹
事
を
置
く
︒

二　

幹
事
は
︑
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
︑
所
員
の
中
か
ら
所
長
が
こ

れ
を
委
嘱
し
︑
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
再
任
を
妨
げ

な
い
︒

︵
顧　

問
︶

第
七
条　

研
究
所
に
必
要
な
助
言
を
与
え
︑
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
は

か
る
た
め
︑
若
干
人
の
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
︒

二　

顧
問
に
は
︑
退
職
し
た
所
長
経
験
者
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒

三　

顧
問
は
︑
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
︑
所
長
が
推
薦
し
︑
学
長
が

こ
れ
を
委
嘱
す
る
︒

︵
運
営
委
員
会
︶

第
八
条　

研
究
所
に
は
︑
運
営
に
関
わ
る
す
べ
て
の
事
項
を
審
議
し
決

定
す
る
た
め
に
運
営
委
員
会
を
置
く
︒

二　

運
営
委
員
会
は
︑
所
長
及
び
所
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
︒

　
︵
研
究
員
︶

第
九
条　

研
究
所
に
は
︑
研
究
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
︒

二　

研
究
員
は
︑
本
研
究
所
で
行
う
研
究
活
動
に
参
加
を
希
望
す
る
本

学
及
び
他
大
学
の
大
学
院
生
並
び
に
国
内
外
の
研
究
者
の
中
か
ら
︑

運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
所
長
が
推
薦
し
︑
学
長
が
委
嘱
す
る
︒

三　

研
究
員
の
研
究
期
間
は
一
年
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
事
情
に
よ
り
研

究
期
間
の
延
長
を
認
め
る
︒

︵
運
営
費
︶

第
十
条　

研
究
所
の
運
営
費
は
︑
駒
澤
大
学
の
年
間
予
算
︑
寄
付
金
そ

の
他
を
も
っ
て
充
て
る
︒

︵
規
程
の
改
廃
︶

第
十
一
条　

こ
の
規
程
の
改
廃
は
︑
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
︑
大
学

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

附　

則

こ
の
規
程
は
︑
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
︒

　

附　

則

こ
の
規
程
は
︑
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
︒

　

附　

則

こ
の
規
程
は
︑
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
︒



一
五
八

令
和
五
年
度
駒
澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
所
所
員

所
長 

文
学
部
教
授 

田
中　

徳
定

顧
問 

名
誉
教
授 

冨
士　

昭
雄

  

〃 
名
誉
教
授 

高
橋　

文
二

  

〃 
名
誉
教
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林　
　

達
也

  

〃 

名
誉
教
授 

坂
口　

博
規

所
員 

仏
教
学
部
教
授 

飯
塚　

大
展

  

〃 

仏
教
学
部
教
授 

藤
井　

淳

  

〃 

仏
教
学
部
教
授 

村
松　

哲
文

  

〃 

文
学
部
教
授 
小
田　

匡
保

  

〃 

文
学
部
教
授 
加
藤　

邦
彦

  

〃 

文
学
部
教
授 

近
衞　

典
子

  

〃 

文
学
部
教
授 

櫻
井　

陽
子

  

〃 

文
学
部
教
授 

土
井　

光
祐

  

〃 

文
学
部
教
授 

瀧
音　

能
之

  

〃 

文
学
部
教
授 

中
村　

淳

  

〃 

文
学
部
教
授 

モ
ー
ト
︐
セ
ー
ラ

所
員 

総
合
教
育
研
究
部
教
授　
　

鈴
木　

裕
子

  

〃 

仏
教
学
部
准
教
授 

大
澤　

邦
由

  

〃 

仏
教
学
部
准
教
授 

徳
野　

崇
行

  

〃 

仏
教
学
部
准
教
授 

山
口　

弘
江

  

〃 

文
学
部
准
教
授 

菅
野　

洋
介

  

〃 

文
学
部
准
教
授 

三
樹　

陽
介

  

〃 

文
学
部
講
師 

山
口　

智
弘

研
究
員 

名
誉
教
授 

石
井　

公
成

  

〃 

名
誉
教
授 

金
沢　

篤

  

〃 
 

阿
部　

昌
子

  

〃 
 

伊
藤　

達
氏

  

〃 
 

陳　
　

怡
安



一
五
九

　
彙
　
報

一　

令
和
四
年
度　

研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
七
日
︵
月
︶
午
前
十
時
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
︵G

oogle M
eet

︶

　
　

 ﹁
中
国
文
学
に
お
け
る
観
音
菩
薩
観
と
観
音
信
仰
︱
﹃
封
神
演
義
﹄

の
慈
航
道
人
／
観
音
菩
薩
を
め
ぐ
る
考
察
﹂

　

専
修
大
学
研
究
員　
　

陳　
　

怡
安　

氏

　
　

 ﹁
畑
中
盛
雄
著
﹃
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
﹄
所
載
の
禅
宗
に
関
す

る
和
歌
﹂

文
学
部
非
常
勤
講
師　
　

伊
藤　

達
氏　

氏

二　

令
和
五
年
度　

公
開
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
九
日
︵
金
︶
午
後
三
時
よ
り

駒
澤
大
学
中
央
講
堂

　
　
﹁﹃
梁
塵
秘
抄
﹄
の
極
楽
歌
﹂

同
志
社
大
学
教
授
・
同
志
社
大
学
学
長　
　

植
木　

朝
子　

氏

　
編
集
後
記

　

私
事
で
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
︑
駒
澤
に
着
任
し
て
四
年
が
経
と

う
と
し
て
お
り
ま
す
︒
着
任
し
た
の
は
コ
ロ
ナ
禍
の
只
中
で
︑
そ
れ
に

伴
う
万
事
の
激
変
に
対
応
す
べ
く
︑
当
初
は
自
転
車
操
業
同
然
の
日
々

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
︒
こ
の
一
年
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
見
せ
︑
か
つ
て
の
研
究
教
育
活
動
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
実
感
で
き
る
日
々
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

　

そ
う
し
た
実
感
を
与
え
て
く
れ
た
出
来
事
の
一
つ
が
︑
今
年
度
の
本

研
究
所
主
催
の
公
開
講
演
会
で
あ
り
︑
三
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
︒同
志
社
大
学
学
長
の
植
木
朝
子
先
生
を
お
迎
え
し
︑

先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
今
様
の
世
界
の
魅
力
を
︑
極
楽
歌
の
朗

誦
を
も
交
え
な
が
ら
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
︒そ
の
歌
声
は
清
澄
で
あ
り
︑

極
楽
へ
と
誘
わ
れ
る
か
の
よ
う
な
心
地
が
し
た
こ
と
が
︑
今
も
生
き
生

き
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
講
演
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
︑
門

外
漢
の
質
問
に
も
真
摯
に
答
え
て
下
さ
り
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
欠
け
て
い
た

﹁
何
か
﹂
を
知
る
こ
と
の
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
︒

　

今
号
に
は
︑
四
本
の
講
演
録
・
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
︒
多
忙
を
極
め
る
ご
校
務
の
合
間
を
縫
っ
て
ご
講
演
を
お
引
き
受
け

下
さ
い
ま
し
た
植
木
先
生
ほ
か
︑
ご
投
稿
下
さ
い
ま
し
た
研
究
者
の
皆

様
に
︑
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

︵
Ｙ
︶


